
7 年 1 月 10 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

集団活動の中で様々な場面を経験し、自己調整力（自己や他者感情への気づき・感情コントロールへの支援、タイムマネジメントなど）を習得できるよう支援します。社会面、学習面、身
体面から必要な課題を選択し、認知機能の弱さや、感情統制の弱さ、対人スキルの乏しさ、身体的不器用さにアプローチすることで、学習の土台となる見る力、聞く力、想像する力を身に
付け、「頑張ってみよう」「やってみよう」という意欲や自ら取り組む姿勢を育てます。

小集団の活動や遊びの中で、相手を意識した伝え方や気持ちの表現の仕方を、他者とのかかわりや活動の中で習得できるよう支援します。また、一人ひとりの特性に応じて、より伝わりや
すい表現方法などを知らせる事で、思いが伝わる経験を増やします。友達とのやりとりや関わり合う楽しさを経験を通して学び「相手の話を理解する力」「自分の気持ちを表出する力」等
の育ちを支援します。

集団での活動や人間関係において、相手も自分も大切にした行動が選択できるように支援を行うなど、友達との関わりを通して実践的に学びが身に付くよう工夫し支援を行います。
また、挨拶をする、ルールやマナーを守る、感謝する、謝るなど、社会生活で必要なスキルが身に付くよう、日々の活動を通じてソーシャルスキルの習得、向上を目指し支援します。

支援方針

発達支援
・小集団での生活や友だちとの関わりの中で、基本的生活習慣を身につけ、自分や周りの人を大切にする「思いやりの心」「人とのかかわり方」を身につけます。
・言葉への興味や関心を育て、話したり聞いたり、相手の話を理解するなどの経験を繰り返し体験できる場を提供します。
合理的配慮
・一人ひとりの発達や特性に合わせて、環境を整え、必要な配慮を行う中で、成功体験を積み重ね、活き活きと生活できるよう支援します。
・本人の気持ちや意思を尊重しながら自己実現を目指し、主体性や自己表現を大切にします
家族支援
・ご家庭との連携を大切に子どもの成長を一緒に見守り、ご家族とともにお子さんの発達について考え、喜び、学び合う姿勢を大切にします。
・ご家族の思いに寄り添いながら、地域で安心して過ごせる居場所作りに努めます。
地域支援
・お子さんやご家族が適切な支援が受けられるよう、関係機関と積極的に連携・協働し情報共有することで切れ目のない療育支援を目指します。
・個々の発達に応じた社会体験の場を設定すると共に、地域の活動やイベントにも積極的に参加し、社会での関わり方を学び、自信や達成感を積み重ねていきます。

営業時間 送迎実施の有無 送迎あり

•お子さん一人ひとりの発達や特性に合わせた環境整備と合理的配慮に努め、安全で安心して生活できる居場所を提供します。生活に必要な習慣や態度を身につけ、心身の健康
 の基盤を整えるように支援していきます。
•お子さんの気持ちや行動の本質に目を向け、共感理解を大切にする受容的な交流を大切に、安心感と信頼関係の中で自尊感情や自己肯定感を高めます。
•お子さんの気持ちや意思を尊重しながら主体性や自己表現力を高め、自立心を養い自己実現を目指す事で、地域での育ちと暮らしを支援し、将来の豊かな社会参加につなげます。

事業所名 こども発達支援事業所　イノセント 作成日放課後等デイサービス・支援プログラム

春休み、夏休み、冬休み：余暇活動の時間に外出、制作、調理といったイベントをその季節に応じて提供し楽しみます。
・施設外活動（地域イベント、公共施設見学、商業施設等での買い物学習）
・夏祭りやクリスマスなど、季節ごとのイベント
・クッキング活動（クリスマス、ハロウィン、バーベキュー等）

家族支援
連絡ノートや送迎時など、随時情報共有をするとともに、定期的に面談する場を
設け、必要に応じて不安や困りごとへの相談援助を行います。

移行支援
学童保育を併用している場合には連絡調整を行い、必要に応じて移行支援
を行います。また、希望の進路先を見据えた本人・ご家族等との相談援助
を実施します。

地域支援・地域連携 地域イベントへの参加を通して地域との交流の機会を提供し支援します。 職員の質の向上
年間研修計画に基づき計画的に内部研修や外部研修を実施します。また、
専門的な研修に参加し支援の質の向上につなげています。

支　援　内　容

手洗い・うがいを実施して清潔への意識や健康管理について促し、体調や健康管理ができるようにします。
持ち物の管理や整理整頓・片付けを自らの力で行う事で日常生活動作の向上や習慣となるように働きかけています。

戸外遊びや運動遊びを通して、視覚・聴覚・触覚・前庭覚・固有覚など様々な身体の感覚を統合的に使えるよう支援し、姿勢保持や力加減、バランス感覚などの向上を促します。日常生活
に必要な運動・動作の基本的技能の向上や獲得により身体の機能だけでなく、集中力、持続力、コミュニケーションスキルの向上につなげます。また、制作活動では手先指先を使った微細
運動に取り組み、手先の巧緻性を高めます。
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